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リン脂質の de novo 生合成においては、リゾホスファチジン酸アシル基転移酵素 











1. 分枝鎖脂肪酸をリン脂質に導入する LPAAT の同定 
エイコサペンタエン酸 (EPA) 生産性細菌である S. livingstonensis Ac10 は 5 種の 




ルラウリン酸 (i13:0) と 13-メチルミリスチン酸 (i15:0) を含むリン脂質が著しく減少
していることが見いだされた。菌体から抽出した総リン脂質をホスホリパーゼ A2 に
よって加水分解し、遊離した脂肪酸をガスクロマトグラフィー／質量分析によって解






2. 分枝鎖脂肪酸をリン脂質に導入する LPAAT の生理機能解析 




考慮し、海水と同等のミネラル成分をもつ Marine broth を用いて plsC4 欠損株を低
温培養した。その結果、plsC4 欠損株の細胞形態は親株と比べて変化がなかったが、
定常期以降の plsC4 欠損株の生菌数が親株と比べて有意に低下していた。さらに、









3. E. coli の新規 LPAAT の同定と機能解析 
E. coli は PlsC1 のオーソログである PlsC を有しているが、PlsC 以外の LPAAT 
の存在は知られていなかった。PlsC4 と相同性をもつ E. coli タンパク質の探索を行
った結果、PlsC4 と 39.1% の相同性をもつ機能未知タンパク質 YihG が見いだされ
た。YihG の LPAAT 活性を確認するため、PlsC 遺伝子の温度感受性変異株に YihG 
高発現ベクターを導入し、非許容温度における本変異株の生育を調べた。その結果、
YihG の高発現によって本株の生育不全が抑制されたことから、YihG が PlsC の機能
を相補していることが推定された。次に、YihG 高発現株と PlsC 高発現株における
膜リン脂質 sn-2 位のアシル鎖組成を解析した。その結果、YihG 高発現株ではミリ
スチン酸 (14:0) と cis-バクセン酸 (18:1Δ11) の相対量が PlsC 高発現株と比較して
有意に高かった。このことから、YihG は 14:0 と 18:1Δ11 に対する活性が PlsC よ
りも高いことが示唆された。また、yihG 欠損株における膜リン脂質 sn-2 位のアシル
鎖組成を解析した結果、18:1Δ11 の相対量が野生株と比較して有意に低下していたこ
とから、生理的条件下において、YihG は 18:1Δ11 をリン脂質に導入するものと考え
られた。さらに、軟寒天培地や顕微鏡を用いて細胞の運動能を解析したところ、運動
性をもつ細胞の割合ならびに遊泳速度は、野生株と比べて yihG 欠損株の方が高かっ














ン脂質の  sn-2 位にアシル鎖を導入するリゾホスファチジン酸アシル基転移酵素 
(LPAAT) に着目して研究を行い、リン脂質アシル鎖多様性の創出機構と生理的意義
を解析したものであり、評価すべき点として以下の 3 点が挙げられる。 
 
1. EPA 生産菌 S. livingstonensis Ac10 の LPAAT である PlsC4 が分枝鎖脂肪酸含
有リン脂質の生合成を担うことを明らかにした。本菌は、EPA 含有リン脂質の
生合成を担う PlsC1 も有しており、基質特異性が異なる複数の LPAAT ホモロ
グの働きによって、多様なアシル鎖組成の膜リン脂質が生合成されていることを
示した。 
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